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 令和元年中、火災は３９件発生しており、前年の３５件より４件増加しています。 

 火災種別では、その他火災が２６件と最も多く発生しており、次いで建物火災７件、林

野火災３件、車両火災２件、船舶火災が１件の順となっています。 

 火災による損害額は４３,０４３千円で、火災件数及び建物火災の損害額が増加したこと

により、昨年よりも３４,９４５千円多くなっています。 

 火災による死者及び負傷者は発生していません。 

 町別の火災発生件数は、日高町が９件で最も多く、次いで日高川町が７件、美浜町、由

良町及び印南町が各６件、みなべ町が５件の順となっています。 

 火災に準ずる災害（その他災害等）は、５０６件で昨年より１５件増加しています。出

動種別では、救急支援出動が４５９件と全体の約９０．７％を占めています。 

 

１ 火災の概要(第 1表～第 10表) 

（1） 火災件数の増減（第１表） 

   令和元年中の火災件数は３９件で、前年に比べ４件の増加となっています。 

（図１） 

 

    

   これを火災種別でみると、建物火災が７件（３件減少）、林野火災が３件（５件減少）、

車両火災が２件（増減なし）、船舶火災が１件（増減なし）、その他火災が２６件（１

２件増加）となっています。（図２） 



 

    建物焼損棟数は１０棟で、前年（１２棟）に比べ２棟減少しているものの、建物火

災による損害額は４１，１３６千円と前年に比べ３３，４９７千円の大幅な増加とな

っています。 

人的被害は、昨年応急消火義務者３名の死者と２名の負傷者が発生していますが、

今年は死者及び負傷者は発生していません。 

  

（2） 出火原因（第２表） 

  出火原因は「たき火」が１９件と最も多く５割近くを占めています。次いで「不明」

が７件、「たばこ」、「配線器具」、「火入れ」「その他」が各２件、「こんろ」、「排気管」、

「電気機器」、「放火」及び「放火の疑い」が各１件となっています。（図３） 

 

 

 

 

（3） 月別の出火件数（第３表） 



火災件数を月別にみると、３月が７件と最も多く発生し、次いで１月、４月及び５

月が各５件、２月及び６月が各４件、１１月が３件、９月、１０月及び１２月が各２

件で火災が発生していない月は、７月、８月です。（図４） 

      

 

（4） 町別火災件数（第４表・第５表） 

   火災件数を町別にみると、日高町が９件と最も多く発生し、次いで日高川町の７件、

美浜町、由良町及び印南町の各６件、みなべ町の５件となっています。（図５） 

   出火率（人口１万人当たりの火災件数）でみると、日高町の１１．４が最も高く、

次いで由良町の９．７、美浜町の７．９となっています。 

なお、管内全体の出火率は７．２で、平成３０年中の全国の出火率（２．９７）、

和歌山県の出火率（３．４５）を大きく上回っています。 

   

     

 

 

 

（5） 火災種別の割合（第６表） 



   火災種別の割合についてみると、その他火災が２６件（６６．７％）で最も多く、

次いで建物火災が７件（１７．９％）、林野火災が３件（７．７％）、車両火災が２件

（５．１％）、船舶火災が１件（２．６％）、となっています。（図６） 

 

（6） 季節別火災件数（第７表） 

火災件数を四季別でみると、春期が１７件（４３．６％）と最も多く、次いで冬期

が１１件（２８．２％）、秋期が７件（１７．９％）、夏期が４件（１０．３％）の順

となっており春期の火災発生が約４割を占めています。   

   

（7） 時間帯別火災発生件数（第８表） 

火災件数を時間帯別にみると、１１時から１２時が８件と最も多く、次いで１３時 

から１４時が７件、１４時から１５時が４件、９時から１０時及び１０時から１１時

の時間帯が各３件、３時から４時、１５時から１６時、１６時から１７時及び２０時

から２１時までの時間帯に各２件発生しており、６時から７時、１２時から１３時、

１７時から１８時、１８時から１９時、２１時から２２時及び２２時から２３時の時

間帯に各１件火災が発生しています。 

 

（8） 天候別火災発生件数（第９表） 

   火災件数を天候別にみると、晴れた日に３０件、曇りの日に９件発生しており、晴 

れた日の発生が全体の７６．９％を占めています。 

 

（9） 覚知別火災件数（第１０表） 

  火災件数を覚知別にみると、消防専用電話（１１９番通報）による通報が３２件で 

全体の８２．１％を占め、そのうち２５件が携帯電話による通報となっています。 

 

２ 火災に準ずる災害の出動件数（第１１表） 

  令和元年中における火災に準ずる災害（その他災害等）の出動件数は５０６件で、前

年と比較して１５件の増加となっています。 



  内訳は、「救急支援」による出動が４５９件（９０．７％）と最も多くなっています。 

  町別では、みなべ町が１８８件と最も多く、次いで日高川町１０２件、印南町の１０

０件となっています。最も少ないのは管外を除けば、美浜町の２０件となっています。（図

７） 

           

 

 

３ 署所別の出動状況（第１２表・第１３表） 

（1） 火災の状況 

     火災の発生状況を署所別にみると、本署管内が２３件（５９．０％）と最も多く、

次いで印南出張所管内が７件（１７．９％）、南部出張所管内が５件（１２．８％）、

中津出張所管内が４件（１０．３％）となっています。 

 

（2） その他災害等の状況 

    その他災害等の発生状況を署所別にみると、南部出張所管内が１８８件（３７．２％） 

で最も多く、次いで本署管内が１３０件（２５．７％）、印南出張所管内が１１３件   

（２２．３％）、中津出張所管内が７５件（１４．８％）となっています。 

                                                                                         


